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主要な施策の成果



。 主要な施策の成果

地方自治法第 233条第 4項の規定に基づき、昭和 5 1年度目野市一般会計及び各特別会計における主要

な施策の成果について報告します。

昭和 52年

日野市長 森 田 喜美男



主要な施策の成果

総 括

石油危機以来、深刻を不況が続く中でインフレが一向におさまる気

配を見せず、全国的規模で広がった地方財政危機が長期化する様相を

深めてきた。日野市もその例外ではをく、市税の伸びの鈍化促加え、

人口急増陀伴う多額の財政需要を かかえ財政運営は困難を極めたが、

昭和 51年度は、

市民本位の行政によって市民生活を守る。

行政経費の全面的見直しによって節約に努める。

徹底した重点主義を貫〈。

以上を柱として次の施策を重点的に行い、成果をあげるととができ

た。

1. 生活環境の整備

市民の健康を守り、住みよく快適を市民生活を営める環境を確保す

るため、本年九度も道路、下水道、公園等の都市的基盤を中心とした生

活環境の整備を積極的に進めた。

まず道路事業については、平山 8号線道路改修、堀之内 3号線舗装

新設等のほか、側溝、用排水路の新設、補修工事を実施した。下水道

事業については、多摩川第 2排水区排水管理設工事を行L、、さらに浅

川南第 2、第 4排水区実施設計委託を行って、浸水地域の解消をはか

った。また、都市計画事業については、前年度にひきつづき、神明上

区画整理事業を一層推進し、その進捗に併行して、水道事業について

も同地域内への配水管新設を行う ζ とによって給水設備の整備拡充が

左された。

一方、無秩序在宅地開発によって生活環境は悪化しつつあり、索莫

をものとなりつつあるため、早急に豊かを緑を回復しつつ現在の自然

環境の保全を図る必要がある。そとで、本年度も苗木、草花の市中配

布、樹木、樹林の登録等市民ぐるみの緑化事業を推進するとともに、

市民の憩の場を確保するため、豊田公園を築造したほか、市内各所の

公園整備につとめた。交通安全対策事業については、幅員が狭く歩行

者の通行陀危険だった一番橋(疋人道橋を設置したほか、市内危険箇所

I{C防護柵、道路反射鏡、区画線、段差改良、通学路標識及び歩道橋の

設置を行¥""交通事故の防止をはかった。さらに程久保小学校新設に

伴って、通学路が京王線を横断している箇所を立体交差とする程久保

小学校地下通学路築造事業を実施し、通学児童の安全確保をはかった。

また防災対策については、多摩平 6丁目 地区 の浸水対策事業を進

め、さらに、消火栓設置、消防水利標識設置、小型動力ポンプ積載車

購入等消防施設の整備拡充につとめた。 ζ のほか、市民生活I{C密接に

関連する環境衛生・美化事業として、ネズミ、害虫駆除、雑草除去

等を行うとともに、市民の美化運動の定着をめざして、美化活動助成

を行った。

2. 教育と文化の向上

本年度も児童、生徒急増市(疋指定され児童、生徒の増加の著しい当

市では毎年、 義務教育施設の整備を重点的にとりあげ、学校施設の新

設と増築を行ってきた。 特lだ本年度は、プレハブ教室と大規模校の

解消を目標紀、程久保小学校、旭が丘小学校及び三沢中学校の新設を

行った。 またとれら 3校の新設校Uては、それぞれプール新築を行い、

昭和 52年度開校にそ左えた。 ζ のほか第 2中学校の増築、高幡台小

学校、第 8小学校の給食室改修を行をい施設の拡充につとめた。

また、学校教育の振興を図るため科学センターの設置、通学費補助

を実施し、私費負担軽減を図るため移動教室、修学旅行補助を行っ

た。社会教育については、婦人学級、家庭学級、青年学級、寿大学等

種々の市民講座を設けたが、多数の市民が参加し市民の学習要撃に答

える ζ とができた。

一方、神明上遺跡群、吹上遺跡、の発掘調査等の文化財保護に努め、

更に、市史史料集近代 I行財政編の刊行を行う左ど文化事業を推進し

た。また市民のつくる文化の基礎となる図書館の充実を積極的促進め

た。特に本年度は、平山図書館を独立して開館し、市民文化の向上に

つとめた。



3. 福祉の増進

「だれでもが人間らしく幸福に生きる」という願いは、全ての人が

撃むと とろであり、国の法律によっても保障されているところである。

しかし、国政における福祉政策はまだまだ立遅れていると言わざる

を得ず、老人、心身障害者、母子家庭、生活保護世帯といった人々に

対する福祉はとても充分とは言えな L、。とうした現状に対し、住民(疋

最も身近にある自治体が、ナショナルミニマムとしての国の施策基準

を高めるなかで、市民生活に密着した福祉行政の推進者と在る意義は

極めて高いものがあると言える。 ζ のよう左見地から 、厳しい財政難

にある本年度も 一層福祉行政を押し進めるよう積極的を姿勢で以下の

施策を行った。

社会福祉対策事業として南平西部地区センター及び、 日野台地区

センターの新築を行うとともに、前年にひきつづき、生活つなぎ資金

の貸付、社会福祉法人及び社会福祉団体への助成、ボライティア活動

への助成などを行った。 さらに、従来からの敬老居室増改築費貸付

制度を発展させ、住宅改良資金融資制度として一般住宅にも適用する

よう改善した。母子福祉対策としては、母子家庭入学祝金、母子休養

ホーム利用補助、母子福祉貸付利子補給を行った。 心身障害者福祉

対策事業としては、福祉手当の支給、重度障害者福祉手当診断料補助、

障害者福祉電話の設置、法外援護及び盲人杖の支給左どを前年にひき

つづき行うととも紀、 本年度新たに日常生活用盲人カナタイプ扶助

を行った。 老人福祉対策事業については、老人福祉電話の貸与及び

補助、友愛訪問員の派遣、敬老金の支給、臥床老人見舞金の支給、老

人クラブ補助、老人余暇活動事業、老人医療、老人健康診査等の事業

を行った。

また、本年度の新規事業として 、身障老人機能回復助成、老人農園、

老人保健学級を行 L、、 老人の福祉増進につとめた。

児童福祉対策事業としては、大久保保育圏、新井若竹とども広場の

新築、高幡学童クラブ、滝合学童クラブの設置を行う一方、 前年に

ひきつづき、。歳児医療助成等の焔策を行い児章福祉を推進した。

このほか、生産緑地保全育成事業などによる農業経営者の営農意欲

の持続と奨励施策、消費生活モニターや、生鮮食料品産地直送販売を

どの消費者対策事業、また、産業まつり、中小企業事業資金融資あっ
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せんをどの商工振興対策事業にも力を入れた 0

4. 住民自治の発展

地方自治の発展は、その地域に住む住民 T人 1人の健全を自治意識

の高揚に基づく住民自治の発展をくしてはあり得を L、。

特(疋最近のように未曾有の財政危機(疋直面しつつ、市民生活を守り

健康で住みよい町づくりを目標とする当市Uとあっては、それは、目標

達成のカギを握るものである。そ ζ で市では、 ζ のようを町づくりを

推進するに当って、市民 1人 1人のエネルギーを得てそれを町づくり

に積極的(疋反映させる方針をとっている。市民のエネルギーとは、市

の行政VC対する「要求」であり、施策推進とさらには制度の改革(fL向

かう大きを「力」となるものである。市では、とのようを市民のエネ

ルギーを市の行政一「町づくり」ーに充分反映するととによってとそ、

住民自治の発展が可能であると考えている。市では、とのような見地

から毎年、市民本位の行政を推進してきたが特(疋本年度は、市民エネ

ノレギーを行政に反映させる条件づくりとして、市勢要覧を全戸配布し、

平素理解されにくい施策{flごついて写真と文章により具体的(fC.解説し理

解につとめた。また 、 「広報ひの」を充実し、積極的(疋行政情報を提

供しまた市民要望を反映する媒介物と在るよう努力した。さらに分散

庁舎を統合して、市民サービスを向上させ、市役所を住民自治のセン

ターにすべく庁舎建設事業を推進し、昭和 52年度完成を期した。

その他としては、計画的予算執行のため配当制度の確立、行政の効

率的運営のための補助金検討委員会の設置、山積する都市問題の現状

と解決方針を明らかにして町づくりの基本方針を作成する行政調査研

究会の設置等新しい行政への志向施策及び財政危機下における積極的

な財源確保策などを進めた。



豊田公園築造 新庁舎建設

平山歩道橋設置 程久保小学校地下通学路築造
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南平西部地区センタ ー新築 憲法記念講演

日野台地区センタ ー新築 市勢要覧，市史史料集近代]， 日野の植物ガイドブック
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敬 老 大 会

老 人 農 園

老 人 農園
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滝合学童クラプ新設 高幡台学童クラブ新設

新井わかたけとども広場新設 大久保保育園新築
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根川改修 一番橋人道橋設置

平山 8号線道路改修 新井 1号線道路改修
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程久保小学校新築

旭が丘小学校新築

程久保小学校プール新築

旭が丘小学校プール新築
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三沢中学校プール新築

滝合水路改修
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三沢中学校新築

配水管新設(受託水道事業会計〉

程久保 201--344番地先間



総務費

事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

憲法記 ぷJ巳語J、、行 事 憲法記念行事講演
円

憲法記念行事講演として国会議員市川房枝氏を招き「憲法を生かす2 2 5，0 0 0 
「憲法を生かす道」 道」と題し、日野社会教育センタ ーに約 500名の市民の参加を得て

分科会 記念講演を行在った。そのあと各分科会にわかれ討論を行ない、最後

教育・文化 に誰でもが幸せであろうと確認して終った。

くらし分科会

市勢要覧発行事業 市勢要覧「手づくりのまち 4，4 4 8， 0 0 0 平素なかった理解されにくい施策について、写真と文章により具体

を」及び「数字で見る日野 的に理解させ得たものと思慮、する。特に別冊の統計は、市民向け統計

市」を発行 資料の不足している実情において市政の足跡と将来予測資料として欠

サイズ=A4版 4 0ページ くζ とのできないものである。

発行部数=4万部

全戸配布

福祉ガイド発行事業 福祉ガイド「みん左のしあ 1 9 5， 2 0 0 福祉制度について市民に十分知られていをいととが実態調査左どで

わせ」を発行 明らかにをった。いままで各窓口ではタテ割りの形で制度を紹介をし

サイズ=B5版 4Gページ ているがそれらの窓口をつなぐ役割をもっ出版物がなかった。福祉ガ

発行部数=5，0 0 0部 イド「みん左のしあわせ」は福祉、年金、教育の窓口をつをぐものと

概要=福祉六法を中心に、 しての役割をはたすととができた。

年金、 教育の制度を紹介

配布=生保世帯、老人世

帯、心身障害者世帯、母

子世帯など中心に配布

庁舎建 ミロムルι 事 業 第 2期工事(躯体工事) t 3 4 ~ 2 4 ~ 0 0 0 市民サービスの向上のため、分散している各庁舎の統合を図り、合

SRO造 せて職員の職場環境の改善を期し、新庁舎建設に着手、事業継続中で

地下 1階 地上 6階 ある。

延面積 12， 2 91m
2 
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事 業 事業の概要 業 費 果事名 成

行政調査研 究会 i学識経験者 8名で構成し、

行政報告書を作成する。

円
nu 

nu 
nu 

nu 
スUA

斗つム は蹟する都市問題について現状分析し、摘出された課題を如何なる

方法で解決するか、今後の行政の資料とするものである。

補助金等検討委員会!学識経験者 5名で構成し、

補助金等に対する適性を基

本的かつ総合的に検討する。

1 0 8， 0 0 0 行政の効率的運営と民主的左発展に資するため、市民または、市

内団体等に対する補助金、負担金、その他財政援助的支出を基本的

かつ総合的に検討協議するために補助金等検討委員会を設置した。

市史編さん事業|市史史料の収集及び編さん 8， 0 8 8，9 4 3 前年度に引続き、市史史料収集調査を実施し、古文書をマイクロ

フィルム撮影委託により 50巻を記録する。市史史料集近代

I 行財政編を刊行する。

旧下回分校解体工事!解体及び現況測量

及び現況測量

2， 6 6 0， 0 0 0 懸案事項であった旧下回分校々舎の解体工事を実施し、あわせて

現況測量を実施した。

七生中学校及び平山|現況測量

小学校用地現況測量

8 9 0， 0 0 0 

ト一一

市有財建僻見況を把握して財産管理の適正化を図るべく七生中学校|

及び平山小学校の現況測量を実施した。

自治会役員見学会| 市のゴミ処理の現状等につ

いて、自治会役員を対象に

現地見学(羽村町のゴミ穴

と処理場)と講演会を開催。

3 0 1. 8 0 0 地域自治会活動の推進役である自治会役員を対象にゴミ処理の問

題点を現地見学と講演により、理解してもらい、今後の適正左ゴミ

処理の促進と生活環境の保全、公衆衛生の向上をどに役立てた。
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円
交 通 安 全 対 策 事 業 交通安全施設整備 8 2， 0 3 0， 0 0 0 補助 18号線、一番橋人道橋設置工事をはじめ危険と思われる個

人道橋設置 223m 財源内訳
所に防護柵、道路反射鏡、区画線、段差改良、通学路標識等を設置

国庫補助金
防護柵設置 663m 

3 5， 7 4 0， 0 0 0 し、交通事故の減少につとめた。

通学路標識 6 0本 都補助金

区画線設置 5，2 0 4 m 6， 3 8 1. 6 6 4 

地 方 債
歩道段差改良 6 7ケ所

1" 4， 7 0 0， 0 0 0 

自転車駐車場 1 0 3 m そ の 他

道路反射鏡 1 9本 1 3， 9 8 0， 0 0 0 

一般財源
歩 道 橋 1ケ所 1 1， 2 2 8， 3 3 6 

都市交通災害共済組合加入 6，2 9 5， 7 5 0 前年度に引続き、都市交通災害共済に市の全額負担により加入し、

〈公費負担分) 交通災害時の救済に備えた。

小中学校局担当走 19，560人

70才以上老人 3，691人

生 活 保 護 者 429人
， 

母 子 家 庭 537人

身体障害者 846人

精神薄弱者 121人

消防団員 490人

言十 25，674人

_， 
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民生費

事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円

社会福祉対策事業 地区センターの改築及び新 35，34 0，0 0 0 地区センターは、自治会、老人クラブ、子供会等地域住民の交

築 並びに文化教養の向上等諸活動の場として、また、健全を自治意

の高揚の場として、大きを役割を果たしている。市は、との役割

深〈認識し、地区センターの建設に積極的にとり組んできたが今

度は南平西部地区センターを新設するとともに、老朽した日野台

区センターを改築した。

生活つなぎ資金の貸付 1，8 8 0，0 0 0 一時的に生活資金の必要を生じた市民に対し、生活資金を貸千

る ζ とにより、市民の生活水準の確保につとめた。

貸付件数 4 3件

社会福祉法人および社会福 5，8 6 0，0 0 0 社会福祉事業法に基づき、市民を対象とした社会福祉事業を長

祉団体助成 する社会福祉法人及び福祉を目的とする福利厚生団体に対し、業

の助成をするととによって社会福祉の増進と各団体の育成につ 2

た。

ボランティア活動助成 2，1 5 0，0 0 0 社会生活において、相互扶助の精神により、すべての人々のヨ

な生活を増進するため、奉仕会員の確保、ニ ー ド開発、研修Uてて

めるとともに、自社協のボランティア事業に対し人件費、事業重

を助成し、積極的在福祉活動の基盤作りをはかった

住宅改良資金融資制度 1 0，3 0 1， 9 4 6 高令者居室及び一般住宅の改良資金の調達が困難な世帯に対 l

低利で資金借入ができるように、市が金融機関に預託し、とれが

貸付件数 2 2件 子補給をするととによって資金融資を受け易くし、市民の住居若

の改善に寄与した。

-13-
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事 業 名 事業の概要 呆事 業 費 成

母子福祉対策事業 I(1)母子家庭入学祝金

(2)母子休養ホーム利用補助 I(2) 

(3)母子福祉資金利子補給 I (3) 

、‘‘，，，
噌

E
i

，，a
E

‘、
2 7 5，00 0 

3 3，1 8 0 

3，703 

円

母子家庭の児童が小学校、中学校に進学する際、市より入学祝金

を贈り、母子家庭の福祉増進につとめた。また母親休養ホームを利

用しやすくするため交通費補助を行在った。をお病気療養資金に対

する利子補給をしている。

心身障害者福祉対策事業| 心身障害者(児)福祉手当 1 4，5 8 7，50 0 

身障者分12，7 1 3，0 0 0 

精薄分 1，87 4，5 0 0 

1級(脳性麻簿、筋ジストロフィ ー含む)から 4級の身体障害者

及 び T度から 4度の精神薄弱者医心身障害者(児)福祉手当を支給

し、障害者の福祉増進につとめた。

障害者福祉電話設置 1 1 2，3 3 2 重度の心身障害者に対し、障害者福祉電話を貸与し、安否の確認、

や各種相談に応じ障害者の生活の安定と福祉向上を図るとともに障

害者が抱く生活等における不安の軽減につとめた。

法外援護及び盲人の杖支給 2 3 0，0 0 0 施設に入所している心身障害者に対し、夏期、冬期の 2回見舞金、

衣類等を贈り慰問した。また盲人と身体の不自由左老人に対し安全

杖を贈り、事故防止につとめた。

重度障害者福祉手当診断料

補助

5 0，0 0 0 出舌への意欲を増進するため手帳申請に伴う判定料の補助をした。

日常生活用盲人カナタイプ

扶助一

7 0，0 0 0 日常生活の中でカナタイプによって生計を立てようとする意欲を持

つ盲人に対し扶助を行在った。 、ゆ

老人福祉対策事業|至誠特別養護老人ホーム建

設費補助

1.25 8，4 0 0 65歳以上の老人で身体の不自由をため、他人の手を借りをければ

食事等のできをい日常生活を送っている者を対象とした施設で¥と

の施設の開設によって対象者の措置も順調に運用されている。

-14-



事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円
老人福祉電話 967，026 老人福祉電話の貸与を行宏い、ひとり暮らし老人等の孤独を慰め

また各種相談に応じ安否の確認を行をうとともに関係機関の協力を

5 0台 得て、各種サービスを提供した。また個人の既存電話に対しても補

助をしている。

友愛訪問員の派遣 1， 1 0 4，0 0 0 地域民間篤志家がひとり暮らし老人および老人のみの家庭を訪問

し、話し合い等を行ない老人の孤独感の解消、事故の未然防止をは

訪問員 2 0人 かった。. 

敬 老 金 1 6，89 0，0 0 0 多年にわたり社会の発展に尽してとられた 70歳以上の老人に対

対象者三 15 2人 し長寿をお祝いし敬老の意を表して 5，0 0 0円の敬老金を支給した。

敬 老 大 会 4，5 9 7，9 9 0 多年にわたり社会の発展に尽してとられた 70歳以上の老人を対

象U亡、老人を敬い、老人福祉に関する市民の理解と関心を深めるた

めに敬老会を第 2中学校体育館において午前と午後に分け"1，600人

の参加者を集め、盛大に開催した。

臥 床 老 人 見 舞 金 87 0，0 0 0 6 5歳以上で、 3カ月以上居宅で寝たきりの老人を養護 している

対象者 174人 方(疋見舞金を支給し、本人及び養護者を激励した。

老人余暇活動事業 5，0 5 1，5 6 0 6 0歳以上の老人が余暇を利用し、市有施設等において軽易を活

動を行7まうととによって地域社会ヘ積極的に参加し、生きがいを見

延参加者 328人 い出し、あるいは健康増進をはかるととをめざして生き生きとした

活動を行なっている。

老人健康診査 4，743，599 6 5歳以上の老人を対象とし老人の特殊性を考慮し、疾病の発見

につとめ、早期治療を通じて事後の保健指導に充分留意し、健康の

受診者数 1.92 1人 | 維持増進につとめた。

-15~ 



当主E
.::;;or;;: 費 果事業の概要業 名 事事 成

老人クラプの助成

クラブ数 3 4クラブ

会員数 2，764人

史o6 6， 1 6 0 

円

地域の老人が老後の生活を健全で豊かにするため、クラブを自主

的に組織し、教養の向上、健康の増進及びレクリェーション等活発

な活動を行在っているがとれに補助金を交付し、老人福祉の増進に

つとめた。

健康管理手 当

延対象者 ス109人

2 0，44 6，00 0 7 0歳以上の老人に前期、後期に分け健康管理手当を支給し、心

身の健康保持及び健康の増進につとめた。

老 人 医療 1 6 t 7 7 4，6 8 3 

助成件数 3 3，4 2 9件

老令人口の著しい増加により、老人問題は社会の関心を高めてお

り、その施策として、園、都、区、市町村は老人が被保険者証又は

組合員証を使って病院、診療所等で診療を受けた場合、その窓口で

支払う医療費の自己負担分を助成し、適正友医療の確保と健康の増

進並びに生活の安定を図った。

老人理容、美容券

発行枚数 2 0，4 3 0枚

2 1，1 8 3，7 5 5 7 0歳以上の老人を対象とし、理美容利用券を発行し、生活の安定

に資し、あわせて保健衛生の向上につとめた。

老人福祉手当 I 2ス388，5 0 0 

延対象者 862人

6 5歳以上の老人で身体上もしくは、精神上の障害のため、日常

生活に著しい支障のある、寝たきり老人に対して、 4期に分け老人

福祉手当を支給し、老人の福祉増進をはかった。

身障老人機能回復助成

発行枚数 2，268枚

4 9 2，3 0 0 6 5歳以上の身障老人(1級...........6級)を対象に利用券を発行し、

機能回復を促進し、社会復帰と健康の増進をはかった。

老人農 園 2 4，0 8 1 市有地を無償で、老人クラブ単位に貸し出し、老人が自らの手で

野菜等をつくるととにより健康の増進と、はりあいのある老後の生

活ができるようにつとめた。
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話，

事 業 名 事業 の概要

老人保健学級

延受講者数 1 6 0人

事 業 費

円

3 0，0 0 0 

児童福祉対策事業|市立 大 久 保 保 育 園 新 設 1 0 9， 5 4 0， 0 0 0 

位 置 日野市日野 65 0 1 I財 源 内 訳

鉄筋コンクリ ー ト2階建 | 国庫負担金 28，279，000

81ス275m
2 I 都負担金 14，13兄500

5 2年 4月 1日開設 | 一般財源 67，121，500 
2歳未満 19人

定員 10 0名 3歳児 1 7人
5歳児以上64人

保育室、家庭福祉員に対す

る運営費助成

保 育 室 891人

家庭福祉員 179人

民間保育園に対する助成

児童遊園の設置及び改修

1 新井若竹とども広場新

設(工事費 三840，000円)

2. 第二日野万及び田中と

ども広場他改修

(工事費 1，0 3 0，000円)

2 3，39 0，0 0 0 

1 3，5 6 1， 6 4 0 

4，87 0，0 0 0 

-17-

成 果

老人医療費受給者を対象U亡、 老人保健学級を 2回開催し健康に関

する正しい知識を老人に普及するととにより、日常生活の健康保持

及び適切な受療を促進し健康で明るい社会生活がお くれるようつと

めた。

大久保保育園地域及び多摩平保育園地域の未措置児童解消のため

公立保育園を設置 し地域 の要望にとたえた。

市内全域 11カ所で保育活動をする 無認可保育施設に対 し運営費

助成を行左い保育内容の充実と児童福祉の向上をはかった。

市内民間 5保育園及び近隣保育園に対 し市の助成要綱に基づき助

成を行左い保育内容の向上と児童福祉の増進をはかった。

都市化の影響による児童の遊び場不足解消のため、本年度新たに

石田地区に児童遊園を設置 したほか、 第二日野万及び 田中地区他の

児童遊園を改修整備した。

ー」



事 業 名 事業の概要

学童クラブ設置

高幡台学童クラブ設置

位置 日野市程久保

5 3 1 - 7 

定員 4 0名

5 2年 4月開設

(工事費 11，1 50，000円)

2. 滝合学童クラブ

位置 日野市西平山

2-3-1 

定員 4 0名

5 2年 3月開設

(工事費 8，650，000円)

3. その他児童館改修

(工事費 1，250，000円)

乳児(0歳児)医療費助成

(扶助費 1 0，40 5，852 

委託料 3，55 9，4 0 0 

事 業 費

円

2 1，0 5 0，0 0 0 

1 3，9 6 5，2 5 2 

-1各一

成 果

高幡台団地内の局幡小学校区及び程久保小学校

童クラブを、また滝合小学校区に滝合学童クラブ

れ小学 1年生から 5年生までの留守家庭児童(い

対象とし、健全育成をはかり働く婦人の要望にと

乳児医療費の一部を助成する ζとにより、乳児

るとともに保護者の医療費負担の軽減につとめた

区 T部Uて高幡台学

を新設し、それぞ

わゆる 鍵 っ子)を

たえた。

の健康向上をはか

....... 斗



衛生費

事 業 費 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円

予防対 策事 業 予防接種 3 0，1 0 3，82 3 伝染病の発生及びまん延を防止するため、幼児及び幼保育園児、

急性灰白髄炎，ジフテリア 小・中学生を対象に予防接種を実施し免疫力の向上につとめた。

二種混合(百日せき，ジ

フテリア，破傷風)

日本脳炎 ，インフノレエンザ

健康管理 1 6，53 4，0 9 3 検診事業は成人病対策として心臓病、胃ガン、子宮ガン検診を実

施。また結核予防対策として成人の健康診断および乳幼児の予防接

種を実施し、病気の早期発見と予防につとめたほか乳幼児の健康保

持のため誕生 日健康診査、保育相談、新生児家庭訪問を実施した。

休祭日救急、医療 6，2 0 0，0 0 0 休日及び夜間の救急医療体制が社会的に大き左問題に在 っている

今日、 医師会の協力を得て、市民生活の安定を図るべく努力してい

るo'

環境衛 生事 業 そ族昆虫駆除 8，8 1 0，1 9 1 各自治会衛生部長研修会を開催し、衛生害虫に対する知識を深め

るとともに夏季衛生害虫用薬剤 (7月上旬)、ゴキブり 駆除用薬剤

( 8月上句)、殺そ剤(1 1月上旬)を配布し、自主防除につとめ

. . る一方、各自治会及び各家庭に噴霧器、煙霧機等と薬剤を提供し各

1 家庭と周辺の害虫駆除を実施した。

またアメリカシロシトリの防除(6月上匂--7月中旬， 8月上句

--9月中旬)につとめるとともに、昭和 51年度事業方針にもとづ

〈業者委託による昆虫駆除事業(5月--1 0月、 5月)については、

測構及び下水等の消毒を重点的に実施した。

市営火葬場待合室増築 1，8 0 0，0 0 0 火葬場の整備、充実の一環として待合室の不足を解消するため、

軽量鉄骨造平屋建 41. 40m2
の建物を新設、利用者の利便をはかつ

た。
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

一一一一一
円

公害対 策 事 業 公害監視 5 5 0， 1 5 0 2 7工場の調査を行左い、排水管理について指導を行なった。と

(1) 工場排水中の重金属の れは、昭和 51年 10月 28日から 11月 26日の期間内において

分析 市内主要工場排水の抜きうち検査を行をい、 ζれらの排水を分析し

た結果、規制基準を越えた工場が 4施設あり、これらの施設に対し

ては、改善勧告を行ない、処理施設の設置、改善あるいは、現施設

の維持管理の徹底等の回答を得る。

(2) 使用重油中のいおう分 6 8， 0 0 0 工場 19、指定作業場 15、計 34施設に対して、重油の抜きと

の分析 り検査を実施し、その結果、条例の規制基準を下廻る施設がほとん

どであったが、 2施設のみが若干高い数値を得たので¥との施設に

対しては、低いおう燃料を使用する指導を行在った。

緑 イヒ 事 業 樹林及び樹木の登録 1， 4 6 3， 0 0 0 市内の樹林、樹木 155件の所有者に登録の同意を得、自然の破

壌をくいとめ自然保護の拡大を目指した。

苗木草花の公共施設及び市 3 3 0， 0 0 0 高木ヌ 2 7 0本、低木 8，16 5本、草花 3，54 4本、計 20，9 79 
~ 

中配布 本の苗木、草花を公共施設及び市民に配布し、市内の緑化を推進し

た。

日野の植物ガイドブック 3， 5 0 0， 0 0 0 昭和 5 0年度発刊(日野市の植生)の普及版として、日野の縞物

ガイドブックを発刊し、小・中学校や一般市民に広く利用してもら

lρ 、自然保護及び緑化思想の高揚につとめた。

苗 圃 6 27， 5 3 0 市営苗圃 9カ所、 84 3 4. 9 5がに菊及び苗木の生産育成を行な

い市内の緑化につとめた。
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事 業 名 事業 の 概 要 事 業 費 成 果

円

環 境 美化事業 雑草地の草刈 4， 3 2 0， 9 1 4 市内 284カ所、 14 4， 0 3 3. 73m2
の雑草地の草刈を業者委託

で処理し、環境衛生及び美観につとめた。

美化活動の助成 1， 6 5 0， 0 0 0 市内 13地区長に日野市環境美化実行委員会の委員を委嘱し、地

区どとの町内清掃から大がかりを多摩川、浅川河川敷等の清掃を実

施し町をきれいにする運動が展開され、美化活動もそれぞれの地域

に定着し、住み良い街造りが進められた。
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一「
費業曲

演

果成費業事概要事業の名業事

市内に生産緑地を所有する農家で、税の減額措置の適用をうけら

れをい A，B農地所有者に対し、生産緑地保全奨励金を交付 し、 営

円

2，6 6 1， 5 6 0 生産緑地の保全

(税の減額措置の適用以外

日野市生産緑地保全奨励

事業

農意欲を持続 させるとともに、市民に健康的で快適を生活環境の確のもの)

保Uて寄与した。8 9件

5 0， 8 2 2 rri 

1 5 1筆

申請件数

指定面積

数筆

都市近郊農業に適した施設園芸農業を推進し自立経営農業の確立3，5 0 0，0 0 0 施設園芸農業の推進日野市生産緑地保全育成

事業 に努め農業経営の安定がはかられた。1， 5 1 5 m9 

ハウス建設

生産資材

一定規模を有する集団農地を指定、 7年間の保全協定を締結し農8，5 5 0，0 0 0 指定面積 5. 8ヘクタール

(堀之内地区 5・6ヘクターノレ

東光寺地区 2.2ヘクタール

東京都生産緑地保全育成

事業 業の近代化装備を確立するとともに、都民生活に直結する生鮮野菜財源内訳

都支出金 の供給と緑地保全をはかり、併せて都市と調和した農業経営の安定5，7 0 0，0 0 0 

的発展につとめた。
2，8 5 0，0 0 0 一般財源

2 4戸

事業種 目 農機具

実施農家数

生活排水路化している現在の農業用水路の維持管理が農業者の手

にゆだねられているととろから 8用水組合に対し、通水紀要する経

費の一部に対し補助金を交付し、 農業用水路の維持整備に つとめた。

4，0 0 0，00 0 

-22-

通水に要した資材費、借損

料、労務費lfL対する補助

農業用水路維持管理事業



事

商 工 費

業 名 事業 の概 要

商工振興対策事業 |中小企業事業資金融資あっ

せん事業

産業まつり商工展事業

日野市観光まつり

消 費 生 活 モ ニ タ ー

生鮮食料品産地直送販売事業

事 業

円
1 2，5 0 0，0 0 0 

1， 3 0 0，0 0 0 

1， 3 0 0，0 0 0 

1， 2 0 0，0 0 0 

2，4 0 0，0 0 0 
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一
成 果

市内中小企業者の事業を育成し振興をはかるため、 金融機関に預

託した預託金を基金として 事業資金の あっせんを実施した。 敬資目

標額は 1億 2，50 0万円、貸付実行額 4，60 0万円、件数は 53件

であった。尚、貸付実行のうち保証付のものは、金額 3，05 0万円

(件数 22) であった。

市内の産業生産物の実態を市内外(疋紹介して、生産技術の改善、

品質の向上、消費の開拓等日野市商工業の総合的振興発展を図ると

ともに、一般市民の理解に供するととを目的として、商工業生産品

等の展示会を 10月 30日--3 1日の 2日間、多摩平第 7公園で廃

大に開催した。

第 10回日野市観光まつり第 1部写真コンクールは、 9月 1日~

1 1月 15日の期間開催され、応募作品 165点のうち審査をパス

したものを 12月 14日-1月 31日にかけて市内(疋展示した。ま

た恒例の撮影会も 2 0 0名に及ぶ参加者を得て、都立多摩動物公閣

において盛大に行なわれた。第 2部菊花展ti、 10月 28日--1 1 

月 15日の 19日間高幡不動尊特設会場にて開催され、約 5万人の

観賞者を集めた。

食品問題を中心に 4回の消費者教養講座を実施し、モニター外の

多数の一般消費者の参加を得て、多大の成果をあげた。また、生活

必需品の価格調査を毎月行をい、その結果を広報紙上に掲載、発表

し、市民の消費生活の参考に供した。

市民に安〈新鮮な食料品を提供し、消費生活の安定に資するとと

を目的として、市内小売団体の協力を得て、流通機構の短縮による

コストダウンの実現をはかった。食肉は、毎月 1回実施し、安売率

は、平均 22. 4妬、鮮魚は年間 15回実施し、安売率は平均 22.9 

婦という結果を得た。本事業が流通機構の改善並びに消費生活の向

上に果す役割は多大である。



土 木 費

事 業 名 事 業 の 概 要

道路 整備事業 道路改修事業

下河内 1号線他 6件

舗装新設事業

堀之内 3号線他 7件

側溝新設事業

補助 4号線他 9件

道路補修事業

補助 6号線他 1件

舗装補修事業

補助 17号線他 5件

側溝補修事業

東常安寺 5号線他 1件

橋梁整備事業|橋梁 補 修 事 業

滝合橋伸縮継手

橋梁新設事業

南平 4-18-1番地先

橋梁

程久保小学校地下通学| 地下通路築造事業

路築造事業(京王線立

体交差事業)

L=60m 

H = 4.0 m 

W = 5.1 m 

用水路整備事業|滝合水路改修他 17件

事 業 費

6 4，7 6 6，0 0 0 

1 8，4 7 0，00 0 

3 4，9 9 5，0 0 0 

ス68 0，0 0 0 

1 0，7 1 8，0 0 0 

6，75 0，0 0 0 

2，6 0 0，0 0 0 

1， 3 7 0，0 0 0 

1 2 5， 1 0 0， 0 0 0 

109，701， 000 
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円

成 果

道路の改修、補修及び舗装新設等の事業を実施したととにより、

交通・輸送路の整備はもとより、住民の生活環境の保全整備をはか

った。

橋梁を整備するととにより、流水及び交通の円滑化を推進すると

ともに、災害防止をはかった。

程久保小学校の通学路である黒駿台 2号線は、京王線軌道上を横

断していたため、児童の通学に危険が高かった。地下通路を新設す

るととによって京王線と立体交差にをり、通学児童・一般運行者の

安全を確保する ζ とができた。

都市化とともに各所における宅地造成等により、流水機能を減退

しつつある小河川を整備し、降雨期の災害を防止するとともに、住

民の生活環境の改善をはかった。



事 業 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円

街路灯整備事 業 街路灯新設及び撤去新設 6，97 0，00 0 前年度にひきつづき、街路灯新設 132本、撤去新設 49本の整

新 三日又Ju 1 3 2本 備を行ない、住民の生活環境の整備を図った。

撤去新設 4 9本

清 流 事 業 清流フィルター配布 引886，350 昭和 51年 4月 1日施行の清流条例により清流フィルターを 7月

1 2日より職員及び自治会の協力を得て 10， 0 9 8世帯を対象(疋

ス048世帯の家庭に配布した。

用排水路の清掃及び波深 4，3 0 1， 0 0 0 昭和 51年 11月 ......52年 5月にかけて、市内用排水路 41箇所

の清掃及び凌深作業を実施し、用排水路の美化及び浄化を図った。

用水不需用期通水業務 1 6 0，0 0 0 市内 8用水組合と年間通水花関する用水路年関連水業務委託契約

を締結し、 10幹線用水路に通水を開始し用水路の浄化及び消防用

水の確保を図った。 J 

下 水 道 整備事業 浅川南第 2排水区実施設計 3，5 0 0，0 0 0 平山 1，.._ 3丁目及び 4，.._ 6丁目(一部の地域)の雨水対策として

委託
幹線管渠及び樋管の実施設計を行い、浸水地域の解消につとめるた

排水面積 5 0 0 ~α め、事業を実施していく。

計画系統 2， 5 0 0 m 

堤案系統 5 0 0 m 

樋 管 1ケ所
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

浅川南第 4排水区実施設計 南平 1-...6丁目の雨水対策として幹線管渠及び樋管の実施設計を

委託 行い浸水地域の解消につとめるため事業を実施して L、〈。

排水面積 1 5 8~α 

計画系統 8， 5 0 0 m 

提案系統 1， 0 0 0 m 

樋 戸目2己 1ケ所

多摩川第 2排水区実施設計 2，4 0 0，0 0 0 新町、栄町、 日野台(一部の地域)の雨水対策として幹線管渠

委託 の実施設計を行い、浸水地域の解消につとめるため事業を実施して

排水面積 1 1 4iα いく。

計画系統 6， 1 0 0 m 

提案系統 1， 0 0 0 m 

ー.

多摩川第 2排水区排水管埋 5 7 1， 0 0 0， 0 0 0 新町、栄町、日野台 (一部地域)の雨水対策 として 、幹線管渠の埋

• 設 設工事を行¥''''"降雨による浸水の防止及び浸水地域の解消を行をつ

① 8 0 0 m7ll た。

.L = 5 2 8.9 m 

シールド工法

① 2， 2 0 0 m沼

.L = 4 5 4. 6 5 rn 

開削工

日 2400X 

2400m7ll 

乙=5 8.9 m 

人 孔 1 5ケ所
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事 業 名 事 業 の 概 要 卒業 成 果

円

豊田駅南口地区都市計|調査範囲 9 1 6，6 0 0 m
2 2，99 0，0 0 0 豊田駅南口地域過密化にかんがみ、健善を市街地(fC.再

画調査 調査内容 の都市整備計画調査を行った結果、地区の現況と問題点

1. 土地利用実態調査 整備方向が明らかとなった。 ζれに基づき今後の施策と

2 道路、交通、実態調査 構想を立案する。

3. 生活環境施設実懇調査

4. 生活環境調査

5. 農家ヒヤリング調査

6. 吹上地区、神明上土地

区画整理区域、土地利用

実態調査

7 中央大学等各関係機関

の意向調査

公園 整備 事 業 豊田公園築造 8，4 3 5，0 0 0 豊田地域は 、最近、急速を市街化が著しい区域であるが市民の憩

築造面積 2，0 0 0 m
2 

いの場である公園を築造し、自然環境の保全整備を図った。

圏路広場、遊戯施設

管理施設、植栽等

黒川公|調樹木整備 7 0 0，0 0 0 東豊田緑地保全地域(疋指定されたのを機会(fC_第一緑地、第二緑地、

湧水池周辺の裸地植栽 第六公園黒川公閣を一体として整備し、自然観察的左ものに するー

クヌギ、コナラ他 40本 歩としての足掛かりができた。

旭が丘中央公園芝補植 1， 2 6 0，0 0 0 旭が丘中央公閣野球場の芝を補植整備し北側の一部に仮柵を設け

野球場の芝補植 て自由芝生広場にし市民の憩の広場とした。
ι 

2，5 0 0 m
g 

公園内テニスコート整備委 2，1 0 0，0 0 0 多摩平第一公園、旭が丘中央公園内テニスコート 7面を市民に良

言壬 好なコート状態で楽しんでもらうため、シーズンオフの時期に本格

多摩平第一公園テニスコ 的な整備を実施し、 52年度の使用開始に備えた。

ート 2，3 0 4 m (4酪
旭が丘中央公閣テニスコ

ート 2，0 9 6 m" (3面)

『
/

円
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消防費

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円

?肖 防 事 業 水 防 ヨrr 練 1 1 3， 9 5 0 昭和 52年 6月 10目、多摩川河川敷(総合グランド下流右埠)

内において実施された。東京消防庁第 8方面本部の水防訓練に地元

市として消防団が参加し積土のう工法を中心に署と合同訓練を行つ

た。

ー一一一一一一

歳 末 警 戒 3 5 0， 8 3 0 昭和 52年 12月 29日、 30日の両日市内全域にわたり消防団

々員による歳末警戒を実地し年末の火災、事故防止につとめた。

出 初 式 7 8 8， 9 0 0 新春をかざる恒例の出初式が昭和 52年 1月 9日市立第 1小学校

々庭において団員 486名消防車両 16台の参加を得て盛大に挙行

された。

消防操法審査会 3 1 8， 8 0 0 昭和 51年 8月 15目、第 3回消防操法審査会が新町 5丁目、日

野新坂下住宅内道路において実施され、日頃の訓練の成果を競い、

もって消防技術の向上と志気の高揚を図った。

¥、

， 
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円

消防施設整備事業 消防水利標識設置 3 0 0， 0 0 0 市内の消水栓に標識を設置 し、火災出動に当る車両及び消防関係

者を消防水利へ迅速に案内するようつとめた。

消火栓設置事業 8， 0 5 3， 1 0 0 消火栓 を設置し地域防火設備の拡充につとめた。

器具置場改修事業 3， 3 7 0，7 9 0 日野市消防団第 2分団第 3部の車庫の新築をはじめ、各器具置場

の改修、火の見やぐら，の塗装補修 を実施し、施設の拡充整備にっと

めた。

車両器具整備事業 1， 2 9 5， 7 5 0 小型動力ポンプ積載車を 1台購入し、 2分団 5部l((配車し、消防

力の拡充強化につとめた。

また、受令機、ノズノレ、吸管等の備品の整備拡充につとめた。

防 災 対 策 事業 水害対策 1 1， 8 6 3， 1 0 0 多摩平 6丁目地区の水害対策として、多摩平第 5公園内に遊水池

を設置し災害の減少につとめた。

また、排水ポンプを東町地区に配備し、同地域の排水作業の強化に

つとめた。
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教育費

事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

円

学校建設施設整備事業 程久保小学校新築 31 2，198，20 0 人口の急増K伴う児童・生徒の著しい増加に対処するため、程久保

( 50--51年度国庫債務負担) 財源内訳
小学校・旭が丘小学校・三沢中学校の新築及び第 2中学校の増築を行

鉄筋コンクリート 4階 国庫支出金
なった。又既設の校舎.給食室の改修等により、安全確保と環境の改?ス 94ス000

4，1 82m2 
都支出金 善をはかった。

普通教室 1 8 32，6 1 0，00 D 

地 方 債
特別教室 5 1 3ス300，000 

その他 1 4 
一般財源

4 4，34 1， 2 0 0 

程久保小学校新築併行防音

工事 5ス44ヌ000

財源内訳

国庫支出金
4 6，1 2 2，0 2 5 

一般財源
1 1，3 2 6，9 7 5 

旭が丘小学校新築 19 0，00 5，4 00 

(51--52年度国庫債務負担) 財源内訳

鉄筋コンクリート 4階
国庫支出金

69，63スo0 0 
4，8 21m2 都支出金

普通教室 22 地 方 債
1， 739，000 

特別教室 5 1 00，90 0，0 0 0 

一般財源
その他 1 8 1ス729，400

旭が丘小学校新築併行防音

工事 8 0，4 8 0，0 0 0 

財源内訳

国庫支出金6 
0，4 0 5，4 9 6 

一般財源2 
0，07 4，5 04 
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事 業 名 事業の 概要 事 業 費 成 果

円

三沢中学校新築 25 3，44 1， 6 00 

(51--52年度国庫債務負担) 財源内訳

国庫支出金
鉄筋コンクリート 4階 8 0，7 1 8，0 0 0 

5，1 34m2 都支出金 2スo0 0 

地 方 債
普通教室 1 6 1 38，100，0 0 0 

特別教室 1 1 
一般財源

3 4，5 9 6，6 0 0 

その他 1 4 

ニ沢中学校新築併行防音工

事 8 0，24 0，0 0 0 

財源、内訳

国庫支出金
5矢57 4，20 5 

一般財源
2 0，66 5，7 9 5 

第 2中学校増築 5 8，9 3 3，2 0 0 

鉄筋コンクリート 5階 財源内訳

671 m2 国庫支出金

普通教室 4 
2 4，1 7 5，0 0 0 

都支出金 1，57 5，0 0 0 

特別教室 地 方 債

2 8，1 0 0，0 0 0 
その他 ろ 一般財源 5，083，20 0 

第 1中学校防火設備改良 1 6，8 5 0，0 0 0 

，俄

高幡台小学校・第 8小学校

給食室改修 引585，0 0 0 
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事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円

程久保小学校プール新築 4 4，9 34，0 0 0 新設校 5校のプ~ノじをー建設し、夏期体育施設の充実に努めた。これ

財源内訳
により開校初年度からプールが使用可能になり、体育授業の内容充実

国庫支出金 5，28 1， 0 0 0 

地 方 債 がはかれた。
5ス60 0， 0 0 0 

一般財源 2，05 3，0 0 0 

旭が丘小学校プール新築 43，293，000 

財源内訳

国庫支出金 5，28 1， 0 0 0 

地 方 債

3 6，1 0 0，0 0 0 

一般財源 1，91 2，0 0 0 

ニ沢中学校プール新築 3 8，3 9 6，0 0 0 

財源内訳

国庫支出金 4，468，00 0 

都支出金

1 0，8 8 4，0 0 0 
， 

地 方 債

2 1， 2 0 0，0 0 0 

一般財源 1，84 4，0 0 0 

ー一一_..

三沢中学校用地取得 1， 2 3 4，9 6只51 8 ニ沢中学校新築のため、 1 9， 6 35m2
の用地を取得した。

財源内訳

国庫支出金

8 4，4 5 3，0 0 0 

都支出金

3 2ス20 3，0 0 0 

地 方 債
8 22，7 0 0，000 

一般財源 6 1 3，5 1 8 
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事 業 名 事業の概 要 事 業 費 成 果
伊一

円

教育振興，私費負担 小学校 5年生移動教室 2，93 4，00 0 学校を離れ、自然、の中で、植物・生物を観察し、 また、団体行動を

軽 滅 事 業 市費負担額 通じて、人格形成をはかるため毎年実施している小学校 5年生の移動

1人 1. 5 0 0円 教室、 6年生の日光移動教室、中学校 2年生移動教室及び中学校修学

旅行の私費負担を軽減し、教育振興につとめた。

6年生日光移動教室兼修学

旅行 4，85ス500

市費負担額

1人 2， 5 0 0円

中学校 2年生移動教室 3，8 0ス500 一一一一一-L
参加校数 参加人員

市費負担額
小学校 5年生移動教室

校 人
1 4 1， 9 5 6 

1人 2， 5 0 0円

6年生日光移動教室兼修学旅行 1 4 1， 9 4 3 

中学校修学旅行 3，53 2，5 0 0 一一

.‘ 
市費負担額

中学校 2年生移動教室 5 1， 523 

1人 2，5 0 0円 中学校修学旅行 5 1， 4 1 3 
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事 業 名 事業の概要 事 業 費 成 果

通学費補助

円

ス93ス000 学校が遠距離(1. 5 km以上)にあたるため、電車、ノミスを別用しな

ければならない児童・生徒を対象に、交通費を全額負担し、私費負担

の解消につとめた。

小学校

中 学 校

2， 0 7 3人

2， 2 9 7人

3，33スo8 0 円

4，599，92 0 円

科学センター

日野地区の小学校を 2

ブロック K分け、科学

研究を行なう。場所は、

小学校を交代で使用す

る。

校

校
学

学
小

中

1， 0 0 0，0 0 0 円

8 6，0 0 0 円

八王子市へ依頼し行なった。
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事 業 名 事業の 概要 事

社 会 教 育事業|少年教育

青 年 教 育

成人教育

文 化祭‘一

業 費 成 果

円

1， 99ス000 I。地域子ども会の育成

ジュニア・リーダ一、育成指導者の養成・活動助成(補助金 11 1 

万円)、子どもスポーツ大会事業委託(日子連へ委託・市内 2会場

で実施)などを通して、少年活動の自主的発展をはかった。

6 0団体・会員 6，00 0人が、結成状況である。

o少年キャンプ村

平山城祉公園跡の京王研修センター敷地を借用し、テント 12張、

炊事場・トイレを仮設し、希望する子ども会へ利用開放した。 2年

目の事業であり、 1泊 2日の連日開村のもとに、 20日間、延べ、

2 4団体、 90 0人の入村を数え、子ども会々員と、その育成者相

互間の交流機会となった。

開設 7月 21 日--8月 10日 収容規模 毎夜 80--90名

1，9 4 8，0 0 0 I 青年教養学級・アコーデイオン教室・第?回青年講座・第 4回グル

8 7 0，0 0 0 

ープ活動研修会などの青年層への学習機会を展開したほか、例年どお

り、成人式典、はたちを祝う青年のつどいを開催した O

婦人学級(法学教室)、婦人学習グループへの講師派遣(団体)、

ことぶき大学(講演と野外教室)、テレビ市民セミナーなどを開設、

市民の学習要望にこたえた。

1， 5 0 0，0 0 0 I 第 14回市民文化祭は、 10月 23日--1 1月 14日まで、公民館
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福祉センター・社会教育センターなどを巡回的に利用する長期開催と

なり、いま一つ盛りあがりに欠けるものの参加種目、は遂年多くなり、

2 3種目 Kおよんだ。



事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円

文化財保護 6，02スo0 0 調査活動

神明上遺跡群第E次、吹上遺跡、第V次、平山遺跡第 I次の発掘調査

を実施

普及活動

日野市の文化財の刊行、指定文化財説明板の整備など O

家 庭 教 育 4，8 9 6，0 0 0 家庭教育通信講座

2才以土の未就学児全家庭へ家庭教育の学習教材を定期的に発送し、

この届ける社会教育の一方通行をスクーリングで補完した。

家庭教育学級

小中学校全校へ委託開設する。各校独自のプログラムのもと K開か

れ、とくに母親への生涯教育の一環として年々、成果が高まっている。|

幼児の親子教室

ろ、 4才児とその親子、 4 0組を公募 し、サマースクール( 3泊 4

日)を中心vc1 2回開設し、 集団生活での個々d子動を重視 しな がら子

どもを見る共通の、ものさし uを体得する 。

一

平 山図書館の開館 1 1，9 2 8，0 0 0 従来、平山児童図書館として、平山児童図書館として、平山児童館

のー部を利用し、児童書約 4，0 0 0冊でサーピスを行なってきました

が、このたび成人児童書約 1 0， 0 0 0冊の蔵書を持つ独立館として、

開館し、市民サービスの向上をはかった。

移動図書館車の購入 6，4 8 3，20 0 広く市民から、ひまわり号、として親しまれ、市民サービスの向上

につとめてきた移動図書館車の老朽化が著しいため、代替車を購入し

図書貸出体制の整備充実をはかった。
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都市 計 画 事 業 特 別 会 計



事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円

神明上土地区画整理事業 1， 3 3 2，3 6 2. 3 7 m， 2 423，758，945 工事は 3 7件実施 したO 主な内容は、区画街路(巾員 4---8m)の

延長 3 8 4 m ，舗装工事 1 2， 9 10m
2
，整地工事司 929m2 ，水路工

事 4 9 1 m ，擁壁工事(R = O. 8...，__ 1 O. 8 m ) 4 9 1 m等である 。

補償事業は 25 9件実施し、そのうち家屋等の移転は 2 3棟(内工事

1棟)を実施した。

、“
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受託水道事業特別会計



「白

事 業 名 事 業 の 概 要 事 業 費 成 果

円

水源、取水ポンプ操作盤新設
浄水施設の改修Kより施設能力を保持した。浄水施設改修事業 3，3 2 0，00 0 

他

神明上区画整理地内下水管
区画整理及び排水管埋設工事、道路改修に伴う配水管の移設及び切

配水管改修事業 埋設工事に伴う配水管移設 1只23スo0 0 
廻し工事を不断水施工し、市民K対する給水確保につとめた。

1 1ヵ所

給水管補修事業
公道敷内給水管漏水修繕 公道敷内給水管維持管理のため休祭日(昼夜)を問わず、漏水修繕

9，8 8 6，0 0 0 
274件 工事を行ない一般給水の万全を期した。

配水本管の維持管理並びに 配水設備の維持管理(改修 ・補修)及び消火栓の新設( 3 1基)を

配水本管施設改良事業 消火栓設置工事 1 1， 5 4 2，0 0 0 行ない市内の防火設備の充実をはかった。

3 1ヵ所 配水管消火栓設置累計 936基

神明上地内配水管新設

多摩水道拡 充事業 (口径 75---150% 延長 2 1，2 8 5，0 0 0 区画整理事業 と併行し、配水本管の布設をした。

1， 5 1ス1m ) 

東豊田 1丁目他 27地区内

配水本管新設 市内 28ヵ所について配水本管を布設し、 新規給水並びに給水不良

(口径 75---250% 延長
2 0 4， 1 9 4， 0 0 0 

箇所の解消に努めた。

9，002m) 
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昭和 51年度配水管

新設工事

昭和 51年度配水管

改良工事ーーーーー一一一

/〉)川
とこ二J-.-/
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財政状況の資料



‘ 

昭和 5 1 年度各会計決算総括表

歳 入 機 出

~ 計 男リ

予 算 額 決 算 額 予 算 額 決 算 額

.， 
円 円 円 円

一 般 メコ3入C 計 1 5，9 7 1， 0 0ス936 1 5，7 4 8，6 1ス848 1 5，9 7 1， 0 0ス936 1 5，4 1 8， 5 6 8， 3 5 8 

国 保 tえEkζ 計 1， 1 4ス621， 000 1， 1 6 0， 2 7 1， 1 9 6 1，1 4ス62 1，0 0 0 1， 0 9 0，65 2，7 8 6 

_. 

都市 計 画 会計 63 0，93 0，0 0 0 6 3 1， 0 9 8， 0 2 2 63 0，93 0，0 0 0 50 5，566，0 4 9 

一一

下 水 道 よてEλ又 計 7 5，94 4，0 0 0 7 5，5 8ス248 75，944，000 7 3，3 5号856

受託水道会 計 6 6 6，4 9ス000 65 8，6 3 4，9 35 6 6 6，4 9ス000 658，634，935 

農業共済会 計 1 0，0 5 3，0 0 0 9，5 7 6，4 5 1 1 0.0 5 3.0 0 0 8，95 8，8 6 1 

病院事業会 計 1，0 0 4，6 8 2，0 0 0 1， 0 3 0， 8 4 1， 8 9 8 1， 0 0スo6 2，0 0 0 1， 0 0 0， 0 8 6， 6 9 6 
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金

金

地方交付税

越

入

繰

繰

昭和51年度決算状況(普通会計)

歳出歳入

(構成北)

OJ; 

1.0 

22.5 

1ス6

7.0 

(決算額)

千円

1 48，861 

3，546，666 

2，775，087 

1， 1 06，697 

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

計

(款)

会

務

生

生

働

業

工

木

防

育

債

メh
ロ

議

総

民

衛

労

農

商

土

消

教

公

(決算額)(構成比)

婦

42.8 

0.6 

3.5 

0.4 

0.8 

10.7 

2.6 

1.2 

1 0.2 

0.2 

0.4 

0.9 

8.1 

0.1 

千円

6，938，887 

9 0，093 

1 50，4 7 9 

566，887 

1 0，082 

65，1 89 

1 28，4 47 

1， 73 0，399 

1，306，073 

37，664 

66，874 

425，799 

20 3，959 

1，650，598 

2，838，200 

(款)

市 税

地 方議与税

自 動車取得税交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

都支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

地方債
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その他

消防費

公債費

議会費

1 7. 5 

1 00.0 1 6，209，630 計A 
口



市町村税の徴収実績

-------- 区分

種 目別 -------
ー普 通 税

1 法 定普通税

制市町村民 税

(カ個人均等 割

付 )所得 割

上記のうち退職所得分

秒) 法 人均 等割

(ニヰ 法 人 税割

(功 固 定 資産税

ケ ) 純 固 定 資産税

(i ) 土地

di)家 屋

(iii)償 却 資産

計) 交 付金。 納 付 金

(i )交 付 金

Gi) 納 付金

信) 軽 自 動車税

但)市町村たばこ 消費税

(5)電 気税

お)ガス 税

。)鉱 産税

l 担) 木 材引 取税

制 特 別土地 保有税

す) 保 有 分

収) 取 得分

2 法 定外 普通税

二 目 的 税

1 入 湯 税

2 事業所税

5 都市 計 画税

制土 地

位) 家 屋

ト_.s水利地益税

5 共同施設税

6 宅地開発税

三 旧 法に よ る税

合計 (ー~三 )

国 民健康保険 税

国民健康保険料

トー

一下一

法県十 1子;;;|;;出子十一一宗宗十一

L-1 

調 定 済

現年課税分|滞納繰越分

③!⑧  
6，593，680 i 140，713 

6，59 3，6 8 0 1 4 0，7 1 3 

五856，549I 7 2，5 0 9 

45，632I 1，1 40 

2ρ2，7 3 7 1 6 7，3 1 4 

1 6，88.Q 

1五百1
1109，8891 

2幻号696I 

2，1 82，222 

1025，970 

645，693 

51 0，559 

7ス474

28，227 

49，247 

19，235 

21 2，276 

1 9 1，0 1 0 

19，518 

30 

4，025 

66，1 66 

66，1 66 

3 1，1 08 

1只578

1 5，4 8 0 

2，038 

55，396 I 

35，396 

380，4 8 0 1 0，31 3 

十

6，974，1 60 

28ス149

額

合 計

収

現年課税分

⑥ 
6，4 8 6，71 4 

6，4 8 6，71 4 

3，791，257 

44，6日)
2，634，269 I 

1 6、880 I 

8，248 

11 04，1 1 0 

2，21 8，838 

2，1 41，364 

1006，760 

633，604 

501， 000 

7ス474
28，227 

49，247 

1 8，41 9 

21 2，276 

1 9 1，0 1 0 

1史518

35，396 

35，396 

37 3，355 

一一寸

入 済

滞納繰越分

② 
74，227 

74，227 1 

日主三乙」
679 

40.096 

24 

3，278 

2史459

29，459 

1 3，850 

8，71 7 

6，892 

691 

額

ム
ロ

6，56 

6，56 

3，83 

4 

2，67 

1，1 0 

2，24 

2，1 7 

1，020，61 0 

642，321 

50ス892

7ス474

28，227 

4司247

19，110 

21 2，27 

1 9 1，0 1 

1 9，51 

98.1 

9 

9 

1 0 

1 0 

1 0 

9 

2 

1 
十;;::l:引 7f;
[:11二制二::需
匝互庁11二二::君;

一 一一一ーー一一ーー

| 一丁一

94.8 J 

。
6，734，393 

6，734，393 

3，929，05立J
46，772 

2，760，051 

1 6，880 

訂苛7
111 3，91 4 

|2幻 5，862

2，248，388 

105ス078
665，271 

526，039 

7ス474

28，227 

4虫247

21， 273 

21 2，276 

1 91，01 0 I 

1引518 

ノ

O
-
J
0

9
一O
J

zd
一zd
，.， 

R
d

一R
u

zd一之ぜ

スJv
nγ
'
 

7
f
 

nu 
n
y
 

zJ 
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言十通並
目兄4犬の出長町一

千円)(単位

昭 末日 5 年 度 昭 芳日 5 。年 度

左のうち臨時的な もの 左 の 内訳 決算 経常
経常収支区 分 一差引経常的

額構 収支
債を経常源 左のうち経決算額

決算額(A) な も の ζ紋た決算額 構成比 比 率
特定財源 一般財源 (A)-(司 特定財源 一般財源 成比 比率

経常収支 常一般財源 (弼) (弼)
(%) (婦) 比(婦)率

人 件 費 (8) I 3，637，407 3，686 46，404 3，587，31 7 329，287 3，258，030 23.1 43.9 42.8 3，2 7 6，7 56 3，000，273 2虫7

2 物 件 費 1，548，603 6，076 1 0，4 99 1， 532，028 44矢707 1，082，321 虫8 1 4.7 936，830 1 2.8 

3 維 持 補 修 費 1 42，1 64 1 42，1 64 1 0，384 1 3 1，780 i 0.9 1.8 1.7 1 77， 486 7 1，1 1 4 0.7 

4 扶 助 費 1，48史954 1，489，954 1， 1 2矢876 360，078 9.5 4.9 4.7 1，239，240 27史648 1 1. 2 

5 補 助 費 等 |川日5 1 25，954 1，1 2引791 64，770 1，0 65，021 8.0 1 4.3 1 4.0 846，739 59 0，1 00 7.7 

内 。)一 部事務組合K対するもの 43，246 793 42，4 5 3 42，4 53 0.2 0.5 0.5 20，888 1 4，01 3 0.2 0.2 

訳 (訪れ以 外 の も の 1， 21 2，4 9 9 1 2 5，1 6 1 1，08ス338 64，770 1， 022，568 0.8 1 3.8 1 3.5 825，851 576，087 7.5 1 O. 0 

6 公 債 費 571，471 38，7 4 5 532，726 1 5，288 517， 438 3.6 ス0 6.8 461， 513 44ス661 4.2 

内 lo)元利 償還 金 56ス344 38，745 528，599 1 5，288 51 3，31 1 3.6 6.9 6.7 436，390 422，538 4.0 

訳 (2) 一 時借入金利子 4，127 ~ ~~ 4，1 27 /づ~ 4，1 27 0.0 0.1 2 5，1 23 2 5，1 23 0.2 

7 積 立 金 71 5，852 29，851 686，001 ~-------〆

ラ1
4.5 /て/ 

1 8 1，7 44 

------
1.6 

8 投資及び出資金 。貸付 金 | 96，391 4ス313 49，078 ___------ 0.6 / /パ 86，972 
___.~ 

0.8 

繰 出 金

ど-------三___ 三/ 二/7/ ど-----三/二____ / / -------
---

9 1 9矢897 5，698 1 94，1 99 1.3 238，282 2.2 

~ / ///~ I 
/ 

1 0 前年 度 繰 上充用 金

------計 (1--10) 1 9，657，484 92，624 1，1 50，880 8，41 3，980 1， 999，312 6，4 1 4，668 61.3 86.6 84.4 ス824，728 5，325，626 70.9 9 2. 5 

費 1 6，096，565 ~ _____' ~ 
，〆'〆' 一 一一一ー

1 1 投 資 的 経 4，990，639 1， 1 05，926 ___- 38.7 1 4.9 3，21 1，002 ____---- 2呪1

うち人件 費 ~). l' 1 1 1 ~--.--- 1________ 1 ________ 

うち 単 独 事業費 f1.7日開 81 749，266195司172ど/三/三つコ4/ご/二 4//こ二/[1日日 1U  

(3 )失 業 対 策事業費 ~-'--I~--/- I~/'---

歳 出 メ口』 計
1 5，7 5ω4  9 I 5，0 8 3，2 6 312，2 5ι8 0 61 8，4 1 3，9 8 0 11， 9 9 9， 3 1 2 1 6，4 1 4，6 6 8 11目立五/日Ti(レレ////11!パ///寸 十日 35，7 3 0 1 5，3 2 5，6 2 6 1 1 0日D亡エL三ヲ/アノ|| 

lぅ ち人件 費 包)+ (b) | 五63別 71 3.6 8 6 1 4 6.4日413，5 8 7， 3 1 7 1 3 2 9， 2 8 7 え258.03日 2 3.1 1 / f / /' 1 3，2 7 6，7 5 6 1 3，日日日2731 29.7 

歳 出 構 成 比 (弼) 1 0 O. 0 I -3 2.3 i 1 4.31 5 3.4 I 1 2.71 4 0.7 I/ 100014831/ 
: 
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性質 別経費の状況



普通建設事業の状況(普通会計)

(単位千円)

財 源 内 訳

区 分 決 算 額

国庫支出金 都支出金 地 方 債 その他の特定財源 一 般 財源

総 務 費 1， 4 8スo2 1 63，6 1 9 8 2 3， 7 0 0 4 3 2，4 2 5 1 6ス27 7 

民 生 費 1 5 2， 9 1 6 2 8，2 7 9 1 4，1 3 9 1 1 0，4 9 8 

衛 生 費 ス535 ス535

農 業 費 1 2， 0 5 0 5，700 6， 3 5 0 

土 木 費 1， 4 1 0， 5 9 3 68，740 3 0， 1 3 2 2 33，600 7 55，7 14 3 2 2，4 0 7 

消 防 費 2 2， 1 0 0 1 0，0 0 0 1 2，1 0 0 

教 z円e; 費 3， 0 0 4， 3 5 0 548，553 3 7 4，0 3 8 1，5 8 8，0 0 0 1 4，0 0 0 4 7矢759

~ 計 6， 0 9 6， 5 6 5 709，191 434，009 2，6 4 5，3 0 0 i， 2 0 2，1 3 9 1， 10 5，926 
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地方債現在高の状況(普也会計〉

(単位:千円)

昭和50年度末 日召和51年度 昭和 51年度元利償還額 |l ⑬の財源内訳 差引現在→乞コ ③の借入先別内
同⑧のうち

区 分 現在高発行額元金利子 言十特定財源税等⑧十⑧一@ 交付三浦分政府資金その

@ ⑧ @ ⑫⑧  

1プ般公共 事 業 債 I 2 3，4 7 9 I I 8 8 2 I 87 6 I 1， 7 5 8 1 1 1，7 58 I 2 2，59 7 1 I 2 2.5 9 7 

2.:-:- 紋単独事業債 釘m山…5臼24砧5 1.1 54.30叩口 t仰m7η山2引1 29.如附叩口目即5ω? 3犯W 8町7州 5刊W叩8，78月B凹口 1…2 I I 1.2山 51-9

3.公営住宅建設事業債 166，650 I I 3，740 I 1 1，548 I 1 5，288 I 1 5，288 I I 1 62，91 0 I I 1 62，91 0 

4.義務教育施設整備事業債 2，41 0，876 I 1， 266，40 0 11 54，79 5 1 1 7 6，705 1331，5001 1331，500 1 3，522，481 1 11，745，146 11，77ス335
5.辺地対策事業債 /___---

6産業廃棄物処理事業債 I I I I I I 1 1 I J --1 

ス災害復旧債 | 

一 災 害 復旧事業債 ラ 1
(ア)鞠蛾害復間諜債(除火災)

付 ) 元 利 補給付小災害債 | し / / ヰ三三
(エ)火災 復 旧 事 業 債 _____-----

(2)補助災害復旧事業債 4J/ζニ/寸コ | 

8一般廃棄物処理事業債 391， 55 0 ， _l_ 4 Z，3 8~()-126~ 31 I 6 8，51 1 I ， 6~，~_1 t_l 34引 70 I I 326，170 I 23，00子
呪厚生福祉施設整備事業債 8 0.5 91 I I 22 1 3 I 4，824 ス037 スo3 7 ， 7 8，3 7 8 1 '7  8，37 8 ， 

1 0公共用地先行取得事業債| フ三三斗司
1 1市町村民税臨時減税献ん債 ff-----1-' 1 1 I I I --------------~--
1 2退職手当債 L______ 1 1 1____----' ， ， ___------'---1 
1 3転貸債I 1 1-- I /// 

1 4過疎対策事業債 し二こ三こ二コ1 
1 5.国の予算衡す・政有関係機関貸付債 -_._---------

||/1  
似の他 | /ト-------~-1
1 6.同和対 策事業債 | 
(1)法第 10 条によるもの | 
(2)その他のもの | 

1ス減収補てん債(昭和50年度)I 1 56，600 -------/ 矢863 只863 只863 ， 1 5 6，6 00 1________-----

1 8財政対策債 -----------，.-1 1 92，900-----------1 I ， ， ' 1  9 2，9 0 0 /// 〆|

1 9.交付 税振替分一一一一4ADD G 
2 0都道府県貸付金 888，4 95 1 1 8叩 o0 I 3 5，8 381 5 8μ9 1 9 4，6 0 7 1 ! 9 4，6 0 7 

2 1.その他 |ー/

合計(1 -.， 2 1 ) I 4，4 7 3，484 I 2， 8 3 8，20 0 I 2 4史569 川 775I 567，344 I 1 5，2 88 1552，附 7，062，115

上記のうち交付公債の直轄事業負強 LffJ | l l 
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地方債借入先別及び利率別現在高の状況

(単位:千円)

借入\先~ 、¥利¥率

昭和 50年 昭和51年 昭和 51年表|差引現在高 ⑬ の 利 率 男リ 内 訳

度粍見在高 度発行額 償還元金額②+③-(C)
6.5% スo~ら ス5% 8. 0 % 8.5% 呪 0 ヲら 虫 o~ら

③ ③ 。 ⑨ 以 下 以 下 以 下 以 下 以 下 未 満 以 上
e 

政 府 資 金 2，239，864 1，565，000 66，040 3，738β24 93ス424 2，399，700 401，7 0 0 

(1) 資金運用部 1，1 75，1 94 736，800 52，205 1，859，789 564，2 89 162β00 

内
(ア)付)以外のもの 1 5，582 I仰印8 33ス828 1，062，4 0 0 

内

訳 (イ)年金資金によるもの 408，1 84 36，623 371，561 226，4 61 70，300 74β00 
訳

11，064，670 (2) 簡易保険局 828，200 1 3，835 1，879，035 373，1 35 1， 26ス000 238，900 

2. 公営企業金融公庫

国貸の予算公貸営付業・政金府融関係機関
ろ 付( 企 公庫を除く。)

4. 市 中 委長 行い，27呪516 1， 0 1 0，200 1 43，057 2，1 46，659 59，280 242，6 0 0 854，500 

5. その他の金融機関

6. 保 険 会 社
'・一一一一

7. 交 付 公

内
(1) 直轄事業負担金 ~~ 

訳
(2) そ .他の

8. 市場公募

9. 共 済 組 1口b、 6ω60 I 83，000 I 1 41，7 56 1，396 

1 o. 外 国 債 __1  ____ 

1 1. そ の 他 893，4 441 180，000 38，568 1，034，876 577，876 274，000 

よ口』 言十 ( 1，.....，11 ) ⑥ |山48412，838200 24ヌ569 ス062，115 59，280 12川 696 1， 5 79，560 I 4 72，524 

⑥|  証書借入分 3，1 3 5，1 6 81 2，59弓500 1 06，4 6 8 5，628，200 1，51 5，300 2，673，700 1，43ヌ200
の

証券発行分
内

1， 33 8，31 6 238，7 00 1 43，1 01 1，433，915 59，280 243，996 1 4 0，36 0 I 4 7 2山 51ス755

訳 うち登録債 1，338，31 6 238，700 143，101 1，433，91 5 5只280 243，996 1 40，360 472，524 I 51ス755
ーー
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一般会計 各款。節別決算額一覧表

(単位:円)

む~三- 1.議会費 2.総務費 3.民生 費 4.衛生費 6.農業費 1 ス商工 費

1.報 酬 61，7 40，000 4，620，330 8，376，000 248ρ00 28，000 5，1 48，000 84，000 11 6，000 

2.給 21，31 8，936 4 5 6，2 5 6，8 2 2 42 0，1 94，288' 1 2 9，4 2 5，7 64 1， 71 5，053 15，559，513 ス09ス691 1 3 8，6 89，55 9 

3.職 員 手 当 等 48，381，240 49 0，091，953 341， 3 72，21 2 1 1ス770，458 1， 3 70，833 1 2，71 0，4 23 

4.共 済 費 5，51ス569 11 1，1 8 3，2 7 7 45，005，348 14，396，058 1 84，747 1， 684，241 762，80 1 I 1 4，9 1 4，854 

5.災 害 補 償 費

ス賃 金 引124，170 21， 14 8，075 6，89矢794 1 2，31 9，925 

8報 償 費 50，000 1 6，248，279 30，065，262 矢402，480 73，000 3，303，51 0 36ス500 840，000 

呪旅 費 323ス532 4，605，679 2，083，502 308，680 24，052 48矢256

1 O.交 際 費 1， 032，464 2，045，162 11 3，000 」←一一一
1 1.需 用 費 5，1 96，547 81，00ス974 ヲス238，224 71， 79只134 引550 1，241，894 51 2，4 34 33，4 7 8，44 6 

1 2;役 務 費 36ヱ00 26，348，4 52 1 0，111，338 24，261，1 80 1 29，670 86，4 6 5 911，795 

1 3.委 託 料 1，56 U，2 31 94，660，1 22 75，058，626 4 1 1， 9 88，63 5 300，000 54，758 1，378ρ00 2 9 4，36 0，9 7 0 

1 4.使 用料及び賃借料 90，080 ス224，303 1，61 3，7 71 36，951 6，930 1 1 3，000 866，636 

1 5工 事 言青 負 費 1， 4 0 6，9 7 1， 0 0 0 68，628，000 45，1 86，000 7 3 8，0 9 0，0 0 0 

1 6原 材 料 費 483，41 0 1，02ス700 260，380 5，641， 850 

1ス公有 財産 購 入 費 64，1 48，5 62 41， 3 6 8，5 00 192，995 

1 8:備 ロ仁ロ3 購 入 費 52，5 0 0 1，672，1 52 15，840，259 17，169，898 2ス000

1呪負担金、補助及び交付金 64ス000 2 11， 7 9 3，2 0 8 26，79矢174 21ス28ス318 1，703，385 I 2以583，497 22，326，805 

2 0扶 助 費 1， 44 1， 75 1，9 4 3 200，000 

2 1.貸 付 金 1 5，580，000 1 1 3，000，000 3 2，5 0 0，0 0 0 I 
2 2.補償、 補填及び賠償金 61 0，567 4，450，838 

2 3償還金、赤l斤及び割引料 1 4，085，662 1，1 70，870 | 仰ムヲ85

2 4投資及び 出資金 34，903，000 

2 5.積 立 金 7 1 5，85 2，0 0 0 

2ス公 課 費 1，08ヌ300 136，900 

2 8繰 出 金 71，043，000 70，000，000 

予 備 費

メロ』 言十 11 4附仰9 ろ，791， 1 6 5，3 8 4 m 制 5m2i 1， 1 0 1， 4 8 0，636 1 8，608，620 61， 051，69 2 58，5 7 6，3 51 
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(単位:円)

むト~芝竺 虫消防費 1 o.教育費 1 1.公債 費
計

予 算 額 決 算 額

1.報 酬 5，984，900 29，308，000 1 1 5，9 0 6，0 0 0 1 1 5，653，230 

2.給 料 5 1 3，6 5 6，0 5 6 t 7 0 4，5 2 8，0 C 0 1，7 03，91 3，682 

3.職 貝 手 当 等 39矢13只559 1，538β25，793 1，53ス644，500

4.共 済 費 55，09ス389 2 4 8，84 5，0 0 0 248，746，284 
ヤーーー

5災 笠Eコ三 補 償 費 1， 000 。
ス賃 金 22，246，558 72，1 32，000 71，7 3 8，52 2 

8;報 償 費 4，672，030 28，34ス766 ?ろ，763，000 93，369，827 

9.旅 費| 443，320 4，724，425 17，631， 564 1 6，753，376 

1 0:交 際 費 75，500 53矢660 ろ，89矢000 ろ，805，786
一一一ー

1 1.需 用 費 4，485，057 29 6，1 6 6，0 8 0 400 59ヌ158，759 5 9 1， 1 35，74 0 

1 2.役 務 費 64，2 7 0 1 4，795，1 85 60，532 79，457，820 76，805，087 

1 3.委 託 料 25ス708，829 1 6 0，7 6 4，0 2 3 1， 3 0 1， 1 0 5，0 0 0 1，29ス834，194 

1 4.使用料及び賃借料 11 4，650 1 4，663，786 25，1 71，000 24，730，1 07 
4 

1 5.工 事 三百主円 負 費 11， 66矢口00 1，51 2，4 5 4，6 0 0 4，2 1 1， 01 1， 0 0 0 3，782，998，600 

1 6原 材 料 費 64，400 1，986，290 号666，000 ヌ464，030

1ス 公 有 財 産 購 入 費 1， 26号206，188 1，374，91 8，000 1， 3 7 4，91 6，24 5 

1 8備 口口口 購 入 費 1， 98 0，600 2 0 4，7 3 5，3 5 0 24矢34ス000 248，87ヌ389

1虫負担金、補助及び交付金 1ス75ヌ310 66，626，985 3 6 1， 81 5，0 3 9 9 6 2，352，0 0 0 956，87ス256

一
2 0扶 助 費 1 8，41 5，564 1， 46 1， 9 83，0 0 0 1，460，36ス507

一一一一一

2 1.貸 付 金 61， 1 01，000 61，080，000 

2 2補償、 補填及ひ灘償金 500，000 1，000，000 6，699，00 U 6，561，405 

23償還金、矛u子及ひ落田|料 1 9，420，500 5 71，4 7 0，7 3 4 61 6，284，000 6 1 2，7 4 4，7 5 1 

2 4投資及び出資金| 408，240 35，331， 000 35，31 1，240 

2 5積 立 金 71 5，852，0 0 0 71 5，852，0 0 0 

2ス公 謀 費 3ス800 82，600 1，405，000 1，403，600 
f 

2 8繰 出 金 36ヌ982，000 3 6 9，9 8 2，0 0 0 

予 備 費 94，653，000 。
メ口b、 計 305，55 9，66 6 4，6 3 3，784，7 9 8 571，531，666 。 3 6 1， 81 5，0 39 1 5，9 7 1，0 0 7， 9 3 6 1 5，4 1 8，5 6 8，3 5 8 
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予 算 科 目 職 員

款 項 特 別 職 一
1議 会 費 3 0 人

議 lτ工L三 費 3 0 

2.総務 費 249  

総務管理 費 5 0 

2. 徴 税 費 ろ

3. 戸籍住民基本台帳費

4. 選 挙 費 | 1 2 0 

5. 統計 調 査 費 7 4 

6. 整査委 員費 2 

ろ民生 費 1 2 0 

社会福祉 費 | 9 9 

2. 2 0 

3. 生活保護 費

4.衛生 費 3 6 

イ呆 健 衛 生 費 2 0 

:z入¥ 霊EコZ 対 策 費 1 6 

清 掃 費

5.労 働費 7 

失業対策 費

2. 労 働 諸 費 7 

6農業費 2 0 

吉詮宣主主E 業 費 2 0 

ス商 工費 ろ

商 工 費 ! 3 

般会計給与費 明細 主量
lさヨ

数 給 与 費

般 職 報 同H 給 料 職員手当等

1 0人 61，7 40，000 21， ~ 1 8，936 48，381，240 1 31，440，1 76 

1 0 61， 7 4 0，0 00 21，31 8，936 48，381，240 11 3山町 76

228  4，620，330 4 5 6，2 5 6，8 2 2 4 9 0，0 91， 9 5 3 950，969，1 05 

1 1 5 376，000 235，905，21 7 3 0 3，4 0 8，93 1 53矢690，148

5 4 208，000 1 0 0，2 3 1， 92 1 83，341，079 1 8 3，7 8 1， 0 0 0 

5 1 102β78，1 84 82，1 90，7 4 2 1 85，0 68，926 

5 1， 992，2 00 1 0，01号400 1 4，61 3，7 95 26，625，395 

1， 119，130 1， 119，130 1 

ろ 925，000 ス222，100 6，53ス406 1 1制 4川

272  8，376，000 420，194288 341， 3 72，21 2 7 69，942，50 0 

6 2 削 6，00 0 11 0 6，7 0 2，93ろ 89，289，531 20叩 附4 1 

203  3，360，000 300，928，640 24 1，869，21 5 1546，1 5ス855

7 600，000 1 2，562，71 5 1 0，21 3，4 6 6 23，376，1 81 

6 6 248，000 1 29，425，764 1 1ス770，45 8 1247，444，2 22 1 

1 6 1 1 6，000 32，95ス524 27，47ス55 4 1 6 0，5 5 1， 0 7 8 

7 1 3，7 61，866 11， 6 5ス036 25，550，902 

4 3 82，7 0 6，3 7 41 78，635，868 1 6 1， 3 4 2，24 2 

28，000 1，71 5，053 1，370，833 3，11 3，886 

1，71 5，0531 1， 3 70，833 3，085，886 

28，000 28，000 

7 5，148，000 1 5，559，51 3 1 2，71 0，4 23 33，41ス936

7 5，1 48，000 15，55引513 1 2，71仰 3 I 33，41ス936

3 84，000 ス09ス691 6，07ス11 1 1 3，258，802 

3 84，00~ ス09ス691! 6，07ス11 1 1 3，258β02 I 

-52ー

(単位円)

土/士¥ 済 費 メE5Ih 計

5，51ス569 1 36，95ス745

5，51ス569 1 36，95ス745

1 1 1， 1 83，2 7 7 11， 0 62，1 5 2，382 

8ス49ス629 62ス18ス777

1 0，7 82，836 1 9 4，5 6 3，8 3 6 

11， 055，1 53 196，124，079 

1，075，053 2ス700，44 8 

1， 119，130 

772，606 1 5，45ス11 2 

45，005，348 81 4，94ス848

11，432，4 60 2 1 1，840，924 

32，220，899 5 7 8，3 7 8，7 5 4 

1，351，989 24，7 28，1 70 

1 4，3 9 6，0 5 8 I 2 6 1， 8 4 0，2 80 

3，5 3 9，4 3 4 1 6 4，0 9口512|

1，47ス883 2ス028，785 

引378，741 1 70，7 2 0，983 

1 84，747 3，298，633 

1 84，7 47 3，270，633 

28，000 

1， 684，2 4 1 35，102，1 77 

1，684，241 

762，801 1 4，0 2 1， 61] 3 

762，801 i 1 4，021， 6 0 3 



予 算 科 目 職 員 数 給 与 費
壬/土¥ メにミI 計済 費

款 項 特 lJU 職 一 般 職 幸日 開H 給 料 職 員 手当 等 計

8.土 木費 1 7 7 2 1 1 6，000 138，689，559 1 2 0，7 3 0，7 1 1 2 5 9， 5 3 6，2 7 0 1 4，91 4，854 274，4 51， 1 2 

土木管理 費 2 3 43，800，828 3ス698，758 81，499，5861 4，704，553 1 86，204，1ろ

2. 道路橋梁 費 | 2 6 49，583，687 4 1，7 8 5，9 64 1 91，369，6511 96，71 0，937 

4. 都市計画 費 1 7 2 3 11 6，000 45，305，044 41，245，989 86，66ス033 4，869，015 91， 5 3 6，0 48 

呪消防費 514 5，984，900 5，984，900 5，984，900 

別 4，9001?肖 防 費 514 5，984，900 5，984，900 

1 O.教 育費 227 268 29，308，000 5 1 3，6 5 6，0 5 6 399，139，559 94 2，1 0 3，61 5 55，09ス383 99ス200，998

教育総務 費 5 2 5 43，872，4 51 96，856，165 5，4 9ス102 1 0 2，35 3，267 

2. ザ~ー， 校 費 8 2 1 4 2 1 6，8 96，0 0 0 I 2 7 5，7 3 4，5 0 3 2 0 3，2 1 1， 6 1 1 4 9 5，84 2，1 1 4 29，511，200 5 2 5，3 5 3，3 1 4 

3. 中 子点以一， 校 費 3 1 2 0 ι4 5 6，0 0 0 1 4 2，7 1 1，3 7 8 3 1， 0 5 5，3 7 9 1 80，222，7 571 4問問| 84，777，595 

4. 幼 稚 圏 費 1 2 3 3 2，01 6，000 58，7 61，900 43，993，7 0 5 6，284，859 て11，056，4 64 

5. 社会教育 費 7 8 3 8 1，284，000 64，991， 1 58 58，015，658 124ヱ90，81 ス04ス583 1 3 1， 3 3 8，3 9 9 

1 8，990，755 1 仰叩11 6. 保健体育 費 1 9 1 0 532，000 i 20，59ス403 40，1 20，1 58 42，321， 9 59 

之口』 計 927 11M3mlt70引三682 日ス644507lm ス2114121 248川 m !160mス690

扶 養 手 当 5 6，7 6 2，6 1 0 通 動 手 当 ろス 75 3，280 

調 整 手 当 1 4 2， 9 4 8， 0 9 5 時間外 勤 務 手 当 5 5，2 9 2，96 1 

職 員 手 当 の 内 訳

管理 職手 当 5 8，6 5 0，8 4 6 宿 日 直 手 当 5，32ス500

特殊勤務手当 1 1， 3 9 1， 0 8 0 住 居 手 当 5 3，7 0 0，8 1 0 

J!G 童 手 当 1， 0 3 5，0 0 0 退 職 手 当 9 4，4 1 5，3 8 5 

期末勤勉手当 1， 0 2 0， 3 6 6， 9 3 3 

)
1
1
1
↓
ι
 

円位単
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基金の運用状況



o 基金運用状況

地方自治法第 2 4 1条第 5項の規定に基づき、用品調達基金・土地開発基金。国民年金印紙調達基金。庁舎建設基金及び

公共施設建設基金の昭和 5 1年度における運用状況について報告します。

昭和 5 2年

日野市長森 田 喜美男



昭和 5 1年度用品調達基金運用報告書

収 入額 7 6， 3 8 2， 1 8 2 

内訳

支出額

前年度繰越金

払出回収金

7 0， 3 4 3， 9 2 4 

内訳

翌年度繰越額

回転率

前年度未払金

支 払額

現

在

金

庫

未払 金

(現金 +在庫)一未払金

(単位:円)

5， 1 1 o. 0 2 4 

7 1， 2 7 2， 1 5 8 

1， 5 2 号 671

6 8， 8 1 4， 2 5 3 

6， 0 3 8， 2 5 8 

1， 5 6 5， 4 4 5 

1， 6 0 3， 7 0 3 

6， 0 0 0， 0 0 0 

支払額 -;-6， 0 0 0， 0 0 0 == 1 1. 4 6回転

A
斗
.

F
D
 



日首相ゐ 1年度帰品-嗣注送金通尉状況

1. 月別運用状況 (単位円)

当 収 入 支 出
現 金

執 行 額 未 収 金 在 庫 βE』I 言十 執 行 額 未 払 金 ムロ 計

4 1 0，89 8，8 6 7 1 2，780 3，252，989 1 4，1 6 4，6 3 6 5，1 3 1， 6 9 5 3，0 3 2，94 1 8，1 6 4，6 3 6 5，7 6 7， 1 7 2 

5 1 3，6 7 0，1 0 5 2 5，8 0 0 3，77 8，1 2 2 Tス47 4，0 2 7 呪125，989 2，348，038 1 1， 4 7 4， 0 2 7 I 4，54 4，1 1 6 

6 1 8，3 8 8，3 4 3 2，2 0 9，7 0 9 3，52 4，72 1 2 4，1 2 2，7 7 3 1 6，9 0 6，77 3 1， 2 1 6，0 0 0 1 8，1 2 2，7 7 3 1， 4 8 1，5 7 0 

7 2 2，7 6 1， 1 3 0 339，338 3，39 0，6 25 1 6，49 1，0 9 3 2 0，4 0 6，20 8 8 4，8 8 5 2 0，4 9 1， 0 9 3 2，354，922 

8 2ス39 0，1 4 2 3 1， 3 7 5 3，2 9 1， 0 4 6 3 0，71 2，5 6 3 2 3，1 4 6，6 0 1 1，5 6 5，96 2 2 4，71 2，5 6 3 4，24 3，5 4 1 

。1

9 2 9，59 2，78 7 31，375 2，9 8 6，87 0 3 2，6 1 1，0 3 2 2 5，73 1，6 2 7 879，405 2 6，6 1 1，0 3 2 3，8 6 1， 1 6 0 

1 0 3 3，20 3，5 6 1 149，763 3，388，358 3 6，74 1，6 8 2 28，6 7 3，8 6 3 2，0 6 7， 8 1 9 3 0，74 1， 6 8 2 4，52ヌ698

1 1 3ス69)え807 。 3，9 5 4，7 7 1 4 1，6 5 4，5 7 8 3 4，5 1 2，8 3 5 1， 141， 743 3 5，6 5 4，5 78 3，186，972 

1 2 4 1， 5 4 7， 6 7 1 1，9 6 3，8 2 0 4，0 3 2，1 3 0 4ス543，6 2 1 40，26 3，62 1 1，28 0，0 0 0 4 1， 5 4 3，62 1 1， 2 8 4，0 5 0 

5 0，254，3 6 0 161， 916 3，3 1 1， 7 9 0 53，728，066 4 6，0 8 7， 5 5 3 1，64 0，5 1 3 4ス728，066 4，1 6 6，8 0 7 

2 5 5，750，6 62 1， 9 8 4，6 2 2 2，3 2 1，5 6 2 6 0，0 5 6，8 4 6 5 0，0 8ス602 3，96呪244 54，0 56，846 5，6 6 3，0 6 0 

5 7 6，3 8 2，1 8 2 。 1，5 6 5，4 4 5 7ス94ス627 7 0，33ヌ236 1，6 0 3，7 0 3 I 7 1，9 4 2，9 3 9 6，042，946 

在庫

現金
、、，ノ

k

d

A

U

 

A
U寸

A
U『

A
斗

n
y

k
d

つ
ι

f
O

刈
斗

k

d

n

U

 

4

H

A

凶

基 金

未払金

6， 0 0 0， 0 0 0 

) = 4，6 8 8 

1， 6 0 3， 7 0 3 

余剰金

2. 年度末における基金の状況

収 入 支 出

現 金- p子在庫
1口h 計 執 行 額 未 払 金 之ELI 計 余 剰 金 過 不 足

7 6， 3 8 2， 1 8 2 I 0 I 1， 5 6 5， 4 4 5 7ス947，627 7 0，343，924 1，6 0 3，7 0 3 7 1，94ス627 6， 7 2 1 ム 2，033 6，038，258 

ζの表は、余剰金 4，6 8 8円を 5月 31日に一般会計へ繰 出し済みのものです。
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昭和 51 年度 用品過不足調書

口口口 名 規 格 単位 数量 単価 金 額 品 名 規 格 単位 数量 単価 金 額
. 

鉛 筆 HB  打 2 1 3 5 ム 270 罫 紙 B 5 洋 冊 6 1 0 0 ム 600 

画 鋲 500個人 缶 200 200 軍 手 綿 双 8 3 7 ム 296

ク グ ブ 袋 5 3 6 ム 1 0 8 グロ ー 球 20W--完ow用 イ国 2 45 ム 9 0 

口 取 紙 青 大 方h舟自 2 9 29 マ ツ チ 不ん4目- 5 5 

綴 込 表 紙 B5SA 組 7 9 0 ム 630 封 '筒 大 枚 23 8 ム 18 4 

金 紙 枚 1 2 1 7 ム 204 日野市白地図 3万分の 1 H 5 8 0 ム 400 

消 コ4・ ム 砂 白 イ固 4 2 7 ム 10 8 よ口』 計 ム 2，033

黒 板 拭 大 " 6 1 1 7 702 (注) …いずれも台帳登記数 と在庫数 との比較増減。

イ彦 正 液 謄写用 fI 1 1 0 1 1 0 
ムは不足介

朱 肉 11 260 260 

セロテ ー プ 2 4劣 巻 8 133 ム 1.064

千枚 通 し 本 5 53 ム 265 

タイプ用紙 冊 1 2 0 120 

大 学 ノ ー ト " 4 45 ム 1 8 0 

糊 チュ ーブ 本 9 28 .ム 252

ホッチキス針 ノ16.1 0用 箱 2 1 2 1 

す旨 コ. ム 組 2 1 2 ム 24 

タ ワ シ イ固 5 2 3 6 9 

電 池 H 7 5 0 ム 350

フ イ ノレ ム カラ ー 本 411 411 

エタノ ー ル i 11 3 355 1 1.065 
-守
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昭和 51年度 土地開発基金運用状況

(単位円)

左の 内訳 決算存度 左 の 内 訳 決算年度
前年度末

決算年度 決年中算度の 決算年度 決算年度 左の内訳 決算年度末の基金の内訳

土 地

取事特土会へ貸得業計地別

運用 中の基金 一般財源 運用 末基金の 中の土地 土地 中の運用 中の基金 土地取
取事得業 土 地

土地取
土地 得事業

基金の額 増加額 収益 額
売却収入

特別 対象額 運用額
得事業

特別会

保有額 残額 積立額 積立 額 会貸計付
取得額

特別会
取得額 計へ貸

計への

付中 額 回収 貸付額
付中の

のも 額 F(A+B+ H(a-E 
もの

A( a+b十c) a の c B( d+e) d e C (A+B) D E D十E) G( f+g) f + g) 
I(b-E 

b 
g 

十g)

用

額

-G 

3 6 4，3 1 9， 6 8 0 316，156468 。48~ 63212 70，2犯タ71 70230，971 。434;550651 。。434;550651 12844588 12844500 。329，001，056 。 54引595
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昭和51年度国民年金印紙調達基金運用状況報告書

1. 総括表 昭和 52年 5月 31日現在

ー

金 額 内 訳

円
基金 の 額 1 0，000，000 

5 0年度印紙

繰 越 金
ス260，190 2参照

印 紙 購 入

執 行 状 況
2 9 4，1 0 0，0 0 0 ろ参 照

印 紙 売 甥1

執 行 状 況
2 9 4，4 1 5，1 7 0 11 

(前年度印紙繰越金 +印紙購

印 紙 残 額

入執行状況)一印紙売捌執行

6，945，020 状況
(ス260，190+294，100，000)-

2 94，41 5，1 70 

預 金 残 額| ろ，054，980
基金の額一印紙残額

1 0，0 0 0，0 0 0 -6，9 4 5，0 2 0 

¥ ，~ 

2. 昭和 5 0年度基金繰越額

-

基 金 の額 印 紙 現 ~ 

1 0，0 0 0，0 0 0円 ス26 0，1 9 0円 2，7 3 9，8 1 0円 |

-58-

3. 執行状況 (月別 )

月 印 紙購 入 状況 印 紙売 捌 状石汗-有7| 
4 6 4，0 0 0，0 0 0 円| 6 6，6 6 7， 9 

5 1号30 0， 0 0 0 2 2，7 2 4，5 2 0 

6 2 6，5 0 0，00 0 2 5，5 1スo3 0 

7 2 9， 8 0 0，0 0 0 2 9， 1 0 4，5 0 0 

8 9， 0 0 0，0 0 0 6，4 3 1. 6 0 0 

9 1 7， 0 0 0， 0 0 0 1 9， 3 6 5，7 4 0 

。 2矢口 o 0，0 0 0 2 5，7 8 4，4 5 0 

9， 0 0 0，0 0 0 8， 8 2ス200

2 3 3，5 0 0，0 0 0 3 2，9 1 5，4 0 0 

1矢50 0， 0 0 0 2 3，8 9 8，2 0 0 

2 9， 5 0 0，0 0 0 8，3 0呪600

ろ 2 8，0 0 0，0 0 0 2 4，8 6 9， 0 1 0 

ぷ日』 言十 2 9 4，1 0 0，00 0 2 9 4，4 1 5，1 7 0 

4. 昭和 5 1年度基金残 (昭和 5 2年度繰越 )

基金 の 額 現 金 |
-

3，0 5 4，9 8 0円|

印 紙

1 0，0 0 0，0 0 0円 6，9 4 5，0 2 0円

印紙残内容

印 紙 種 類 印紙枚数 金

1 0円印紙 1 6 2 枚

1 0 0 1 5 8 1 5，8 0 0 

4， 2 0 0 8 3 3，6 0 0 

5，400 1 0 5 4， 0 0 0 

1 0，0 0 0 6 8 4 6，8 4 0，0 0 0 

iロ~ 言十 1， 0 2 2 6， 9 4 5，0 2 0 

5. 回転率

2玖41回転

印紙購入執行状況 基金 の額

2 9 4，1 0 0，0 0 0円 円nu 
n
U
 

門

Unu 
nu 

nu 
n
U
 

A
l

，. 



庁舎建設募金連用状況
'----ー

(単位千円)

決 算 年 度 中 増 減 額

前年度末現在高- 司決算年度末現在高

手責 立 領 とりくずし額

，_ ! 

1 7 4，2 4 6 3 5 0，0 0 0 1 7ス034

公共施設建設基金運 用状況

(単位千円)

前年度末現在高

-" 
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